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 本学会では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた過去の記録をま

とめることによって行います。このような研究は、厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針（平成 20年

7 月 31 日改正）」の規定により、対象となる患者さん個人より直接同意を得るものではなく、研究内容の

情報を公開することが必要とされています。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の

「お問い合わせ先」へご照会ください。 

 

研究課題名：既往子宮術後 (子宮筋腫・腺筋症核出術、帝王切開術、異所性妊娠根治術) 妊娠における子宮

破裂例の全国調査 

研究機関：日本産科婦人科学会 周産期委員会 

研究責任者：周産期委員会委員長 竹田 省 

 

研究の目的 

本調査では子宮破裂の原因や発症時期を調査し、そのリスクを解析して周知することにより今後の子宮手

術後妊娠の管理の改善を図ることを目的とします。 

研究の方法 

対象となる患者さん 

2011年 1月から 2015年 12月までの五年間に子宮破裂と診断された患者さん 

登録項目 

1次調査として、子宮破裂の総数のみを調査しました。「有り」の施設には個別調査票を郵送し、その既往

手術、母児予後などをアンケート形式で調査させていただきます。 

 

個人情報の取り扱い 

調査により得られたデータを取扱う際は、被験者の秘密保護に十分配慮します。研究者が得る情報は年齢、

経産回数、症状経過等に限られ、氏名、生年月日等は収集しないため、個人の特定が可能となるような情

報は基本的に入手しません（連結不可能匿名化）。また、研究結果を公表する際には集計結果を示すことと

し、個別の症例の経過が明らかになり個人が特定できるような形式はとりません。 

 

お問い合わせ先 

113-8421 東京都文京区本郷 2-1-1 

順天堂大学医学部産婦人科学講座  

担当医師：竹田省 牧野真太郎 竹田純 

電話 03-3813-3111 

メール shintaro@juntendo.ac.jp 


